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一
、
は
じ
め
に

　

最
近
各
国
に
お
い
て
性
刑
法
（Sexualstrafrecht

）
の
改
正
が
相
次
い
で
い
る
。
日
本
に
お
い
て
も
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
年
）
に
刑

法
等
が
改
正
さ
れ
、
性
犯
罪
の
罰
則
の
内
容
が
大
き
く
変
更
さ
れ
た
。「
重
要
な
改
正
点
は
、
①
強
姦
罪
の
構
成
要
件
の
見
直
し
お
よ
び
法

定
刑
の
引
き
上
げ
、
②
強
姦
等
の
性
犯
罪
の
非
親
告
罪
化
、
③
監
護
者
わ
い
せ
つ
罪
お
よ
び
監
護
者
性
交
等
罪
の
新
設
、
④
強
盗
強
姦
罪
の

構
成
要
件
の
見
直
し
の
四
点
で
あ
る
」（

１
）と

さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
⑤
「
強
姦
罪
」
と
い
う
罪
名
が
「
強
制
性
交
等
」
に
変
更
さ
れ
た
点
も
重
要

で
あ
る
。 

本
稿
で
は
、
時
間
的
制
約
と
私
の
語
学
能
力
的
制
約
か
ら
①
と
⑤
の
問
題
に
限
定
し
て
、
ド
イ
ツ
お
よ
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
法

と
の
比
較
法
的
考
察
を
行
い
た
い
と
思
う（

２
）。

二
、
日
本
の
新
規
定

　

ま
ず
比
較
の
前
提
と
し
て
今
回
の
日
本
の
性
刑
法
の
改
正
の
強
制
性
交
等
罪
（
一
七
七
条
）
に
関
す
る
論
点
を
概
観
し
て
お
く
。
ま
ず
こ

の
刑
法
一
七
七
条
の
旧
規
定
と
新
規
定
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

旧
一
七
七
条
（
強
姦
）

「
暴
行
又
は
脅
迫
を
用
い
て
一
三
歳
以
上
の
女
子
を
姦
淫
（
か
ん
い
ん
）
し
た
者
は
、
強
姦
の
罪
と
し
、
三
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。
一
三
歳
未
満
の

女
子
を
姦
淫
し
た
者
も
、
同
様
と
す
る
。」

新
一
七
七
条
（
強
制
性
交
等
）

「
一
三
歳
以
上
の
者
に
対
し
、
暴
行
又
は
脅
迫
を
用
い
て
性
交
、
肛
（
こ
う
）
門
性
交
又
は
口
腔
（
く
う
）
性
交
（
以
下
「
性
交
等
」
と
い
う
。）
を
し
た
者
は
、

強
制
性
交
等
の
罪
と
し
、
五
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。
一
三
歳
未
満
の
者
に
対
し
、
性
交
等
を
し
た
者
も
、
同
様
と
す
る
。」
（
３
）

（法政研究 85－３・４－508）
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ま
ず
、
こ
の
新
規
定
と
刑
法
一
七
六
条
の
強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
松
宮
孝
明
は
「
本
罪
を
、
真
に
、
男
女
平
等
の

下
で
の
人
の
性
的
自
由
に
対
す
る
罪
に
し
て
行
く
に
は
、
―
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
刑
の
上
限
を
引
き
上
げ
つ
つ
―
（
準
）
強
姦
罪
を
廃
止
し

て
い
く
方
向
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
あ
っ
た
」（

４
）と

す
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
井
田
良
は
「
そ
れ
は
構
成
要
件
の
明
確
性
を
失
わ
せ
、
実
務
に
白

地
手
形
を
与
え
る
も
の
で
（
そ
の
と
き
は
、
た
と
え
ば
強
姦
の
未
遂
と
既
遂
と
で
処
断
刑
が
同
じ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
）、
適

当
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
」（

５
）と

し
、「
強
姦
罪
（
＝
加
重
強
制
わ
い
せ
つ
罪
）
と
通
常
の
強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
い
う
二
つ
の
類
型
的
区
別
を

維
持
し
つ
つ
、
現
行
法
の
一
七
七
条
の
適
用
範
囲
を
、
違
法
性
に
お
い
て
同
等
と
評
価
さ
れ
る
性
的
侵
害
行
為
（
性
交
類
似
行
為
）
に
ま
で

拡
大
す
る
と
い
う
方
法
が
適
当
で
あ
る
」（

６
）と

す
る
。
深
町
晋
也
も
「
ド
イ
ツ
刑
法
の
よ
う
に
、
強
姦
罪
と
強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
を
一
体
化
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
も
そ
も
女
子
の
み
を
客
体
と
す
る
性
犯
罪
規
定
自
体
を
消
失
さ
せ
る
と
い
う
法
規
定
も
あ
り
得
」
た
が
「
我
が
国
の

改
正
は
、
こ
う
し
た
道
を
選
択
せ
ず
、
強
姦
罪
と
強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
の
区
別
自
体
は
維
持
し
た
上
で
、
強
姦
罪
の
客
体
を
女
子
に
限
定
し

な
い
と
い
う
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
と
同
様
の
立
法
例
を
採
用
し
た
」
こ
と
を
指
摘
し
「
我
が
国
の
従
来
の
刑
法
典
に
お
け
る
性
犯
罪
規
定

の
あ
り
方
を
な
る
べ
く
維
持
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
客
体
の
性
中
立
化
を
実
現
す
る
た
め
の
合
理
的
な
選
択
肢
の
一
つ
を
採
用
し
た
も

の
と
言
え
よ
う
」（

７
）と

評
価
し
て
い
る
。
後
述
（
四
）
の
よ
う
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
法
も
、
ド
イ
ツ
刑
法
の
よ
う
に
一
体

化
す
る
方
法
を
取
ら
ず
、「
強
姦
（våldtäkt

）
罪
」（
六
章
一
条
）
と
強
姦
以
外
の
同
意
の
な
い
性
的
行
為
（sexuell handling

）
を
処
罰

す
る 

「
性
的
侵
害
（sexuellt övergrepp

）
罪
」（
六
章
二
条
）
を
区
別
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
型（

８
）の

立
法
例
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
罪
名
の
問
題
と
も
関
連
す
る
が
、
次
の
ド
イ
ツ
刑
法
（
二
）
の
検
討
の
際
に
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
今
回
の
重
要
な
変
更
点
と
し
て
、
①
罪
名
が
「
強
姦
」
か
ら
「
強
制
性
交
等
」
に
、
②
客
体
が
、
こ
れ
ま
で
の
「
女
子
」

か
ら
男
女
を
問
わ
な
い
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
中
立
的
な
）「
者
」
に
変
更
さ
れ（

９
）、

③
行
為
も
「
姦
淫
」
か
ら
「
性
交
等
」（
性
交
、
肛
門
性
交
、
口

腔
性
交
）
と
な
り
、
④
法
定
刑
の
下
限
も
「
三
年
以
上
」
の
有
期
懲
役
か
ら
「
五
年
以
上
」
の
有
期
懲
役
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
改
正
が
議
論
さ
れ
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
点
と
し
て
①
一
三
歳
未
満
と
い
う
同
意
可
能
年
齢
の
引
き
上
げ

（
（1
（

、
お
よ
び

（85－３・４－509）
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②
「
暴
行
・
脅
迫
」
要
件
の
削
除
が
あ
る
。
以
下
本
稿
の
比
較
の
対
象
と
し
て
扱
う
項
目
と
し
て
①
罪
名
、
②
客
体
、
③
行
為
、
④
暴
行
・

脅
迫
要
件
、
⑤
法
定
刑
の
五
つ
に
つ
い
て
検
討
し
て
行
き
た
い
。
こ
の
う
ち
日
本
の
改
正
作
業
の
中
に
お
い
て
特
に
問
題
と
な
っ
た
③
の
処

罰
対
象
と
な
る
行
為
の
問
題
と
、
そ
の
手
段
と
し
て
の
④
の
暴
行
・
脅
迫
要
件
の
問
題
に
つ
い
て
、
日
本
の
規
定
は
以
下
に
み
る
ド
イ
ツ
・

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
新
規
定
と
対
照
的
な
の
で
、
両
規
定
と
比
較
し
た
上
、
私
見
を
示
し
た
い
と
思
う
。
さ
ら
に
法
定
刑
の
問
題
に
つ
い
て
も

両
国
の
新
規
定
の
法
定
刑
と
の
比
較
が
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

三
、
ド
イ
ツ
の
新
規
定

二
〇
一
六
年
一
一
月
一
〇
日
に
施
行
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
新
規
定

（
（1
（

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

第
一
七
七
条　

性
的
侵
害
（Sexueller Ü

bergriff
）、
性
的
強
要
、
強
姦
（V

ergew
altigung

）

「
①�

他
の
者
の
認
識
可
能
な
意
思
に
反
し
て
そ
の
者
へ
の
性
的
行
為
を
行
い
若
し
く
は
そ
の
者
に
行
わ
せ
又
は
こ
の
者
を
第
三
者
へ
の
あ
る
い
は
第
三
者
に
よ

る
性
的
行
為
の
遂
行
若
し
く
は
受
忍
を
決
意
さ
せ
た
者
は
、
六
月
以
上
五
年
以
下
の
自
由
刑
に
処
す
。

②
他
の
者
へ
の
性
的
行
為
を
行
い
若
し
く
は
そ
の
者
に
行
わ
せ
又
は
こ
の
者
を
第
三
者
へ
の
若
し
く
は
第
三
者
に
よ
る
性
的
行
為
の
遂
行
若
し
く
は
受
忍
を

決
意
さ
せ
た
者
も
、

　

�

一　

そ
の
者
が
抵
抗
す
る
意
思
を
形
成
し
あ
る
い
は
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
況
に
な
い
こ
と
を
、
行
為
者
が
利
用
し
、

　

�

二　

そ
の
者
が
身
体
的
又
は
精
神
的
状
態
の
ゆ
え
に
意
思
の
形
成
あ
る
い
は
表
示
が
著
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
行
為
者
が
、
そ
の
者
の
同
意
が
あ

る
こ
と
を
自
ら
担
保
せ
ず
に
、
利
用
し
、

　

三　

驚
い
た
瞬
間
を
行
為
者
が
利
用
し
、

　

四　

被
害
者
に
抵
抗
し
た
際
に
重
大
な
害
悪
が
加
え
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
状
況
を
行
為
者
が
利
用
し
、
又
は

　

�

五　

行
為
者
が
そ
の
者
に
重
大
な
害
悪
を
伴
う
脅
迫
に
よ
り
、
性
的
行
為
の
遂
行
あ
る
い
は
受
忍
を
強
要
し
た
と
き
は
、

同
じ
く
処
罰
さ
れ
る
。

③
未
遂
は
可
罰
的
で
あ
る
。

（法政研究 85－３・４－510）
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④ 

意
思
を
形
成
又
は
表
示
す
る
能
力
が
な
い
こ
と
が
、
被
害
者
の
疾
病
又
は
障
碍
に
よ
る
と
き
は
、
一
年
以
上
の
自
由
刑
を
言
い
渡
す
も
の
と
す
る
。

⑤ 
行
為
者
が
、

　

一　

被
害
者
に
対
し
て
暴
行
を
用
い
、

　

二　

被
害
者
に
身
体
若
し
く
は
生
命
に
対
す
る
現
在
の
危
険
を
も
っ
て
脅
迫
し
、
又
は

　

三　

被
害
者
が
保
護
の
な
い
状
態
で
行
為
者
の
影
響
下
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
状
態
を
利
用
し
た
と
き
は
、

一
年
以
上
の
自
由
刑
を
言
い
渡
す
も
の
と
す
る
。

⑥
犯
情
の
特
に
重
い
事
案
で
は
、
刑
は
二
年
以
上
の
自
由
刑
を
言
い
渡
す
も
の
と
す
る
。
犯
情
の
特
に
重
い
事
案
と
は
、
原
則
的
に

　

�

一　

行
為
者
が
、
被
害
者
と
性
交
を
し
、
又
は
、
特
に
被
害
者
を
辱
め
る
、
と
り
わ
け
、
身
体
へ
の
挿
入
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
（
強
姦
）、
類
似
の
性
的
行

為
を
、
被
害
者
に
対
し
て
行
い
、
若
し
く
は
、 

被
害
者
に
自
己
に
対
し
て
行
わ
せ
た
と
き
、
又
は

　

二　

行
為
が
複
数
の
者
に
よ
り
共
同
し
て
行
わ
れ
た
と
き

で
あ
る
。

⑦
行
為
者
が
、

　

一　

凶
器
若
し
く
は
そ
の
他
の
危
険
な
道
具
を
携
帯
し
た
と
き

　

�

二　

暴
行
若
し
く
は
暴
行
を
加
え
る
旨
の
脅
迫
に
よ
り
、
他
の
者
の
反
抗
を
阻
止
若
し
く
は
克
服
す
る
目
的
で
、
道
具
若
し
く
は
手
段
を
携
帯
し
た
と
き
、

又
は

　

三　

被
害
者
を
重
い
健
康
障
害
の
危
険
に
さ
ら
し
た
と
き
は
、

三 

年
以
上
の
自
由
刑
を
言
い
渡
す
も
の
と
す
る
。

⑧
行
為
者
が
、

　

一  

行
為
の
際
に
凶
器
若
し
く
は
そ
の
他
の
危
険
な
道
具
を
使
用
し
た
と
き
、
又
は

　

二  

被
害
者
を

　
　
ａ
行
為
の
際
に
身
体
的
に
著
し
く
虐
待
し
た
と
き
、
若
し
く
は

　
　

ｂ
行
為
に
よ
り
死
亡
の
危
険
に
さ
ら
し
た
と
き
は
、

　

五
年
以
上
の
自
由
刑
を
言
い
渡
す
も
の
と
す
る
。

⑨
第
一
項
及
び
第
二
項
の
う
ち
犯
情
が
あ
ま
り
重
く
な
い
事
案
で
は
、
三
月
以
上
三
年
以
下
の
自
由
刑
を
、
第
四
項
及
び
第
五
項
の
う
ち
犯
情
が
あ
ま
り
重

く
な
い
事
案
で
は
、
六
月
以
上
一
〇
年
以
下
の
、
第
七
項
及
び
第
八
項
の
う
ち
犯
情
が
あ
ま
り
重
く
な
い
事
案
で
は
、
一 

年
以
上
一
〇
年
以
下
の
自
由
刑
を

言
い
渡
す
も
の
と
す
る
。」（

（1
（

（85－３・４－511）
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こ
の
ド
イ
ツ
の
新
た
な
規
定
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
す
で
に
日
本
で
も
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
特
に
日
本
の
新

規
定
と
の
比
較
に
お
い
て
重
要
と
な
る
①
罪
名
（
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
し
て
、
不
同
意
性
交
等
と
そ
れ
以
外
の
性
的
侵
害
の
関
係
）、
②
不

同
意
性
交
と
同
等
に
処
罰
さ
れ
る
性
交
類
似
行
為
の
範
囲
、
③
同
意
の
有
効
性
の
問
題
と
も
関
連
す
る
不
同
意
の
認
定
、
④
法
定
刑
の
問
題

に
限
定
し
て
検
討
を
加
え
た
い
。

　

ま
ず
①
の
罪
名
に
つ
い
て
は
「
性
的
侵
害
（Sexueller Ü

bergriff

）、
性
的
強
要
（sexuelle N

ötigung

）、
強
姦
（V

ergew
altigung

）」

と
な
っ
て
い
る
が
、
後
の
二
つ
は
一
般
類
型
で
あ
る
性
的
侵
害
の
加
重
事
例
（
のR

（
（1
（

egelbeispiel

）
で
あ
り
前
述
の
「
一
体
型
」
の
立
法

で
あ
る
が
、
重
大
事
例
と
し
て
の
「
強
姦
（V

ergew
altigung

）」
の
罪
名
は
残
さ
れ
て
お
り
、「
強
姦
罪
の
廃
止
」
と
ま
で
は
い
え
な
い

点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
「
性
的
強
要
」
が
罪
名
に
残
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
てK

ühl/H
eger

は
、
も
は
や
ド
イ
ツ
刑
法
に

お
け
る
性
犯
罪
規
定
に
は
性
的
強
要
罪
と
し
て
の
性
質
が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
罪
名
に
示
す
こ
と
は
「
構
造
的
に
誤
っ
て
い
る

（strukturell verfehlt

）」
と
し
て
い
る

（
（1
（

。
次
に
②
の
「
強
姦
」
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
性
交
以
外
の
行
為
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
規
定
上
は

単
にEindringen in den K

örper

と
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
規
定
の
よ
う
に
男
性
器
の
挿
入
だ
け
に
限
定
は
さ
れ
て
い
な
い
。
ド
イ
ツ
の

新
規
定
で
最
も
最
も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
周
知
の
よ
う
にgegen den erkennbaren W

illen einer anderen Person

と
い
う
文

言
、
特
に
こ
のerkennbar

と
い
う
部
分
の
意
義
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
③
の
同
意
の
問
題
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
本
来
今
回
の
改
正

の
契
機
と
な
っ
た
欧
州
評
議
会
の
い
わ
ゆ
る
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
条
約

（
（1
（

は
「
同
意
な
き
」
性
的
行
為
の
処
罰
を
要
請
し
て
お
り
、
同
意
が
性
行

為
関
与
者
の
自
由
な
意
思
に
よ
る
べ
き
こ
と
（
同
意
の
任
意
性
）
を
強
調
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
こ
の
同
意
の
認
定
に
関
し
て
い

わ
ゆ
るN

ein heißt N
ein

モ
デ
ル
とN

ur Ja heißt Ja

モ
デ
ル
が
対
比
さ
れ
、
ド
イ
ツ
は
一
七
七
条
の
規
定
に
お
い
て
前
者
の
モ
デ
ル
を
採

用
し
た
。
そ
の
際N

ein

す
な
わ
ち
反
対
意
思
が
「
認
識
可
能
（erkennbar
）」
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
が
特

に
議
論
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
要
件
に
よ
り
被
害
者
は
反
対
意
思
を
認
識
可
能
な
も
の
に
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
責
務

（K
om

m
unikationsobliegenheit

）」（
（1
（

を
負
う
こ
と
に
な
る
こ
と
が
、
特
に
重
要
な
論
点
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
か
ら

（法政研究 85－３・４－512）
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は
、
特
に
欺
罔
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
同
意
の
場
合
に
つ
い
て
条
文
適
用
が
困
難
に
な
る
とH

oven/W
eigend

は
指
摘
す
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
最
近
欧
米
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は “

（
（1
（

stealthing” 

と
呼
ば
れ
る
行

為
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
てY

ale Law
 School

のA
lexandra B

（
（1
（

rodsky

は
、「
尊
厳
と
自
律
性
の
重
大
な

侵
害
（grave violation of dignity and autonom

y

）」
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
で
もJoachim

 

R
（
（1
（

enzikow
ski

やFelix H

（
（2
（

erzog

が
ド
イ
ツ
刑
法
一
七
七
条
六
項
一
号
な
ど
に
よ
る
可
罰
性
を
肯
定
し
て
い
る
。

H
oven/W

eigend
も
、
こ
の
よ
う
な
場
合
を
含
め
、
欺
罔
事
例
の
中
に
も
当
罰
性
の
あ
る
場
合
が
あ
る
と
し

て
、
一
七
七
条
の
第
二
項
に
「
他
の
者
へ
の
性
的
行
為
を
行
い
若
し
く
は
そ
の
者
に
行
わ
せ
又
は
こ
の
者
を
第

三
者
へ
の
若
し
く
は
第
三
者
に
よ
る
性
的
行
為
の
遂
行
若
し
く
は
受
忍
を
決
意
さ
せ
た
者
」
が
処
罰
さ
れ
る
場

合
に
「
行
為
者
が
そ
の
者
に
当
該
行
為
の
性
的
性
格
に
関
し
て
欺
罔
し
、
又
は
行
為
者
が
他
の
、
そ
の
者
の

知
っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
と
欺
い
た
場
合
に
は
、
処
罰
さ
れ
る
。」（

（2
（

と
い
う
第
六
号
を
追
加
す
る
こ
と
を
提
案

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
基
準
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
俳
優
に
「
自
分
と
性
的
関
係
を

持
て
ば
次
の
映
画
の
主
役
に
抜
擢
す
る
」
と
欺
い
て
関
係
を
持
っ
た
場
合
は
、「
性
的
性
格
」
に
つ
い
て
の
錯

誤
で
は
な
い
の
で
性
的
侵
害
罪
は
成
立
し
な
い
が
、stealthing

の
よ
う
な
場
合
は
避
妊
具
を
付
け
る
か
ど
う

か
は
「
性
的
性
格
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
同
罪
が
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
結
論
は
、
妥
当

な
も
の
で
あ
る
が
、
立
法
が
必
要
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
同
意
の
有
効
性
の
解
釈
の
中
で
そ
の
よ
う
な
基
準
に

よ
れ
ば
良
い
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
④
の
法
定
刑
に
つ
い
て
、
ド
イ

ツ
の
一
七
七
条
の
諸
類
型
に
お
け
る
法
定
刑
を
ま
と
め
た
も
の
が
下
の
表
で
あ
る
（
丸
数
字
は
項
を
示
す
）。　

刑
の
下
限
を
日
本
の
規
定
と
比
較
し
た
場
合
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
（
一
七
六
条
）
は
三
年
の
懲
役
刑
強
制
性

交
等
罪
（
一
七
七
条
）
は
五
年
に
な
っ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
の
暴
行
・
脅
迫
を
用
い
た
性
的
侵
害
・
強
姦
の
通

犯情があまり重くない事案 通常事例
犯情の特に重い事案

（の通常事例）
①② ３月以上３年以下の自由刑（⑨） ６月以上５年以下の自由刑 ２年以上の自由刑（⑥）
④⑤ ６月以上10年以下の自由刑（⑨） １年以上の自由刑 ２年以上の自由刑（⑥）
⑦ １年以上10年以下の自由刑（⑨） ３年以上の自由刑　 －
⑧ １年以上10年以下の自由刑（⑨） ５年以上の自由刑 －

（85－３・４－513）
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常
事
例
（
二
年
）
と
比
較
し
て
も
か
な
り
重
く
な
っ
て
い
る
（
さ
ら
に
ド
イ
ツ
で
は
そ
の
場
合
で
も
犯
情
が
あ
ま
り
重
く
な
い
事
案
に
お
い

て
は
下
限
が
下
が
る
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
法
と
の
比
較
の
点
で
も
、
も
う
一
度
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。

四
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
法
の
新
規
定

　

ま
ず
二
〇
一
八
年
三
月
一
五
日
の
政
府
提
案

（
（2
（

に
基
づ
き
二
〇
一
八
年
五
月
二
五
日
の
刑
法
改
正
法
（Lag om

 ändring i 

brottsbalken

）
に
よ
り
改
正
さ
れ

（
（2
（

、
同
年
七
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
法
第
六
章
第
一
条
乃
至
三
条
の
仮
訳
を
示
し
て

お
く
（
本
文
太
字
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
）。

第
六
章　

性
犯
罪
に
つ
い
て
（O

m
 s

（
（2
（

exualbrott

）

第
一
条
「（
一
）
任
意
に
（frivilligt

）
そ
れ
に
関
与
し
て
い
な
い
者
と
、
性
交
又
は
、
侵
害
の
重
大
性
の
観
点
か
ら
み
て
性
交
に
匹
敵
す
る
他
の
性
的
行
為

を
行
っ
た
者
は
、
強
姦
（våldtäkt

）
と
し
て
、
二
年
以
上
六
年
以
下
の
拘
禁
刑
に
処
す
。
関
与
者
が
任
意
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
判
断
に
際
し
て
は
そ
の

任
意
性
が
言
葉
、
行
為
に
よ
っ
て
、
又
は
他
の
方
法
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
し
っ
か
り
と
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
る
者
は
、
次
の
場
合
に

は
決
し
て
任
意
に
関
与
し
た
と
は
み
な
さ
れ
な
い
：

　

�

一
、
そ
の
関
与
が
虐
待
、
そ
の
他
の
暴
行
又
は
犯
罪
的
行
為
の
脅
迫
、
他
人
を
犯
罪
に
つ
い
て
訴
追
し
又
は
告
発
す
る
と
い
う
脅
迫
或
い
は
他
人
に
悪
い

知
ら
せ
を
す
る
と
い
う
脅
迫
に
よ
る
場
合
、
さ
ら
に

　

�

二
、 

行
為
者
が
不
適
切
に
無
意
識
、
睡
眠
、
重
大
な
不
安
、
酩
酊
又
は
他
の
薬
物
の
影
響
、
疾
病
、
身
体
的
傷
害
、
精
神
病
に
基
づ
き
或
い
は
そ
の
他
の

事
情
に
よ
り
特
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
利
用
し
た
場
合
、
又
は

　

�

三
、 

行
為
者
が
行
為
者
に
依
存
し
て
い
る
者
に
重
大
な
虐
待
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
関
与
を
可
能
に
し
た
場
合
。

（
二
）
当
該
犯
行
が
そ
の
犯
行
の
事
情
に
関
し
て
あ
ま
り
重
大
で
な
い
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
四
年
以
下
の
拘
禁
刑
に
処
す
る
。

（
三
）
第
一
項
の
犯
罪
が
重
大
と
み
な
さ
れ
る
と
き
は
、
重
大
な
強
姦
と
し
て
五
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
拘
禁
刑
に
処
す
。
当
該
犯
罪
が
重
大
か
ど
う
か
と
い

う
判
断
に
際
し
て
は
、
行
為
者
が
重
大
な
態
様
の
暴
行
又
は
脅
迫
を
用
い
た
か
ど
う
か
、
複
数
の
者
が
被
害
者
を
欺
き
若
し
く
は
そ
の
他
の
態
様
で
攻
撃
に

参
加
し
た
か
又
は
行
為
者
が
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
被
害
者
の
低
年
齢
又
は
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
特
に
無
思
慮
も
し
く
は
残
酷
さ
を
示
し
た
か
ど
う
か
に
つ

い
て
特
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

（法政研究 85－３・４－514）
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こ
の
規
定
に
お
い
て
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
①
立
法
形
式
と
し
て
ド
イ
ツ
の
よ
う
な
強
姦
罪
と
そ
の
他
性
的
侵
害
の
一
体
型
で
は
な

く
、
両
者
を
区
別
す
る
前
述
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
型
の
立
法
形
式
を
と
っ
た
こ
と

（
（2
（

、
②
「
任
意
で
な
い
性
交
・
性
行
為
」
を
処
罰
す
る
「
不
同

意
犯
罪
」
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
よ
り
明
確
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
「
重
過
失
に
よ
る
強
姦
・
性
的
侵
害
」（
六
章
一
条
ａ
・
三
条
）
が

処
罰
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
④
各
類
型
の
法
定
刑
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
日
本
の
そ
れ
と
比
較
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
①
に
つ
い
て
は
、
強
姦
（V

ergew
altigung

）
を
基
本
類
型
で
あ
る
「
性
的
侵
害
」
の
量
刑
上
の
重
い
事
例
と
し
た
ド
イ
ツ
と
異

な
り
、
性
交
・
性
交
類
似
行
為
を
伴
う
強
姦
（v

（
（2
（

åldtäkt

）
を
性
犯
罪
の
基
本
類
型
と
し
て
、
そ
れ
以
外
の
「
性
的
侵
害
」
と
区
別
し
て
い

る
点
は
、
規
定
の
順
序
は
異
な
る

（
（2
（

が
日
本
と
同
様
の
立
法
形
式
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
上
述
の
よ
う
に
日
本
で
も
「
強
姦

罪
を
廃
止
し
」
強
制
わ
い
せ
つ
罪
に
一
体
化
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
一
体
化
の
道
を
歩
ん
だ
ド
イ
ツ
に
お
い

て
も
挿
入
を
伴
う
重
い
類
型
と
し
て
の
「
強
姦
（V

ergew
altigung

）」
と
い
う
罪
名
は
残
さ
れ
て
お
り
、
一
般
人
の
意
識
に
お
い
て
も
「
強

第
一
ａ
条
「（
一
）
第
一
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
行
為
を
行
い
、
他
の
者
が
任
意
に
関
与
し
て
い
な
い
と
い
う
事
情
に
関
し
て
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
者
は
、

過
失
強
姦
と
し
て
四
年
以
下
の
拘
禁
刑
に
処
す
。

（
二
）
そ
の
事
情
に
関
す
る
行
為
が
あ
ま
り
重
大
で
な
い
場
合
に
は
処
罰
さ
れ
な
い
。」

第
二
条
「（
一
）
任
意
に
そ
れ
に
関
与
し
て
い
な
い
者
と
、
第
一
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
行
為
以
外
の
性
的
行
為
を
行
っ
た
者
は
、
性
的
侵
害
（sexuellt 

övergrepp
）
と
し
て
、
二
年
以
下
の
拘
禁
刑
に
処
す
。
関
与
者
が
任
意
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
判
断
に
際
し
て
は
、
第
一
条
一
項
二
文
お
よ
び
三
文
が
適

用
さ
れ
る
。

（
二
）
こ
の
犯
罪
が
重
大
と
み
な
さ
れ
る
と
き
は
、
重
大
な
性
的
侵
害
と
し
て
六
月
以
上
六
年
以
下
の
拘
禁
刑
に
処
す
。
当
該
犯
罪
が
重
大
か
ど
う
か
と
い
う

判
断
に
際
し
て
は
、
行
為
者
が
重
大
な
態
様
の
暴
行
又
は
脅
迫
を
用
い
た
か
ど
う
か
、
複
数
の
者
が
被
害
者
を
欺
き
若
し
く
は
そ
の
他
の
態
様
で
侵
害
に
参

加
し
た
か
又
は
行
為
者
が
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
被
害
者
の
低
年
齢
若
し
く
は
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
特
に
無
思
慮
も
し
く
は
残
酷
さ
を
示
し
た
か
ど
う
か
に

つ
い
て
特
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

第
三
条
「（
一
）
第
二
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
行
為
を
行
い
、
他
の
者
が
任
意
に
関
与
し
て
い
な
い
と
い
う
事
情
に
関
し
て
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
者
は
、

過
失
性
的
侵
害
と
し
て
四
年
以
下
の
拘
禁
刑
に
処
す
。

（
二
）
そ
の
事
情
に
関
す
る
行
為
が
あ
ま
り
重
大
で
な
い
場
合
に
は
処
罰
さ
れ
な
い
。」

（85－３・４－515）
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姦
」事
例
は
そ
の
他
の
類
型
よ
り
も
よ
り
重
い
犯
罪
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
よ
り
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
日
本
が
現
在
の
立
法
形
式
を
直
ち
に
ド
イ
ツ
型
に
変
更
す
べ
き
で
あ
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

　

次
に
②
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
報
道
な
ど
で
注
目
さ
れ
て
お
り
、
前
述
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
で
はN

ein heißt N
ein

モ
デ
ル

とN
ur Ja heißt Ja

モ
デ
ル
が
対
比
さ
れ
、
ド
イ
ツ
は
、
前
者
を
採
る
の
に
対
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
法
は
後
者
を
採
用
し
た
も
の
と
理
解

さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
法
六
章
一
項
に
お
い
て
は
、
任
意
に
成
功
に
関
与
し
て
い
な
い
全
て
の
者
と
の
性
交
を
広
く
処
罰

し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
な
「
認
識
可
能
な
」
意
思
に
反
し
て
と
い
う
限
定
は
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
任
意
性
が
否
定
さ
れ
る
場
合
（
①
虐

待
・
暴
行
・
脅
迫
に
よ
る
場
合
、
②
無
意
識
、
睡
眠
、
重
大
な
不
安
、
酩
酊
又
は
他
の
薬
物
の
影
響
、
疾
病
、
身
体
的
傷
害
、
精
神
病
等
に

基
づ
き
窮
状
に
陥
っ
て
い
る
こ
と

（
（2
（

を
利
用
し
た
場
合
、
③
行
為
者
が
行
為
者
に
依
存
し
て
い
る
者
に
重
大
な
虐
待
を
加
え
た
場
合
）
が
例
示

さ
れ
て
お
り
、
草
案
が
公
表
さ
れ
た
際
に
は
、
特
に
外
国
の
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
お
い
て
、
積
極
的
にY

es

（J

（
（2
（a

）
と
言
わ
な
け
れ
ばN

o （N
ej

）

と
推
定
さ
れ
る
規
定
で
あ
る
と
か
、
書
面
に
よ
る
同
意
を
義
務
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
誤
解
が
生
じ
た

（
（3
（

。
し
か
し
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
政
府
は
そ
の
こ
と
を
否
定
し
、
ま
た
施
行
後
の
実
務
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
検
察
官
のChristina V

oigt

は
、
検
察
官
は
以

前
と
同
じ
証
明
度
（beviskrav

）
で
同
意
が
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
回
の
改
正
で
立
証
の
負
担
が
緩
和
さ
れ
た

わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る

（
（3
（

。
こ
の
点
と
関
連
し
て
審
議
過
程
で
「
関
与
者
が
任
意
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
判
断
に
際
し
て
は
そ

の
任
意
性
が
言
葉
、
行
為
に
よ
っ
て
、
又
は
他
の
方
法
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
し
っ
か
り
と
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
い

う
六
章
一
条
一
項
二
文
が
追
加
さ
れ
、
性
行
為
の
際
に
は
、
行
為
者
の
側
に
相
手
方
の
任
意
性
を
確
認
す
る
責
務
が
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
こ
の
確
認
を
「
重
過
失
」
に
よ
り
怠
っ
た
場
合
に
つ
い
て
次
に
述
べ
る
重
過
失
強
姦
が
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
③
重
過
失
強
姦
・
性
的
侵
害
罪
に
つ
い
て
、
日
本
で
島
岡
が
「
身
体
傷
害
よ
り
重
い
ダ
メ
ー
ジ
を
被
害
者
に
残
す
可
能
性
の
あ
る
強

制
性
交
等
罪
に
過
失
犯
処
罰
規
定
が
な
い
こ
と
は
明
治
時
代
の
価
値
観
を
背
景
と
し
た
立
法
の
不
備
で
あ
り
、
現
代
の
科
学
的
・
社
会
的
価

値
観
か
ら
す
れ
ば
、
過
失
傷
害
罪
…
と
同
様
、
過
失
強
制
性
交
等
罪
の
新
設
も
考
慮
に
値
し
よ
う
」（

（3
（

と
し
て
、
そ
の
導
入
を
主
張
し
て
い
た

（法政研究 85－３・４－516）
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こ
と
か
ら
、
今
回
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
過
失
犯
処
罰
規
定
の
新
設
は
日
本
で
も
非
常
に
注
目
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
規
定
で
は
単
純
過
失
は
不
可
罰
と
さ
れ
、
重
過
失
の
み
が
処
罰

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
点
で
、
島
岡
の
提
案
よ
り
限
定
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
点
に
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
す
で
に
一
件
の
適
用
例
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が

（
（3
（

、
今
後
の
実
務
の
動
向
の
分
析
が

必
要
と
な
ろ
う
。

　

最
後
に
④
の
法
定
刑
に
つ
い
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
法
の
性
犯
罪
規
定
の
う
ち
今
回
取
り
上
げ
た
諸

類
型
に
お
け
る
法
定
刑
を
ま
と
め
た
も
の
が
下
の
表
で
あ
る
。

　

日
本
と
の
比
較
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
強
姦
罪
の
法
定
刑
が
通
常
事
例
に
お
い
て
二
年
以
上
六
年

以
下
、
よ
り
重
大
で
な
い
事
例
で
は
三
年
以
下
、
重
大
な
強
姦
の
事
例
に
お
い
て
も
五
年
以
上
一
〇
年

以
下
の
自
由
刑
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
強
制
性
交
等
罪
の
法
定
刑
は
、
重
大
な
強
姦
と
比
較
し
て
も

上
限
が
重
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
ま
た
強
姦
以
外
の
重
大
な
性
的
侵
害
罪
の
法
定
刑
（
六
月
以
上
六

年
以
下
の
自
由
刑
）
と
比
較
し
て
も
、
日
本
の
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
法
定
刑
（
六
月
以
上
一
〇
年
以
下
）

が
重
い
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
将
来
的
に
日
本
の
刑
法
の
性
犯
罪
規
定
か
ら
暴
行
・
脅
迫
要
件
が
撤
廃

さ
れ
不
同
意
性
交
等
・
性
的
行
為
罪
に
改
正
さ
れ
た
場
合

（
（3
（

に
は
、
法
定
刑
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
重
過
失
強
姦
・
性
的
侵
害
罪
の
法
定
刑
（
四
年
以
下
の
自
由
刑
）
が
故
意
の

強
姦
・
性
的
侵
害
の
あ
ま
り
重
く
な
い
事
例
の
法
定
刑
（
三
年
以
下
の
自
由
刑
）
と
比
較
し
て
重
す
ぎ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

犯情があまり重くない事例 通常事例
強姦１① ３年以下の自由刑（②） ２年以上６年以下の自由刑
重大な強姦１③ − ５年以上10年以下の自由刑（③）
重過失強姦１ａ① 不可罰（②） ４年以下の自由刑
性的侵害２① − ３年以下の自由刑　
重大な性的侵害　２③ − ６月以上６年以下の自由刑
重過失性的侵害　３① 不可罰（②） ４年以下の自由刑

（85－３・４－517）
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五
、「
性
交
等
」
の
範
囲
と
「
暴
行
・
脅
迫
要
件
」
の
撤
廃
に
つ
い
て

　

最
後
に
以
上
の
検
討
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
日
本
法
に
お
い
て
特
に
問
題
と
な
る
「
性
交
等
」
の
範
囲
（
一
）
と
「
暴
行
・
脅
迫
要
件
」
の

撤
廃
の
問
題
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
法
と
の
比
較
を
踏
ま
え
た
上
で
、
私
見
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
一
）「
性
交
等
の
範
囲
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
島
岡
は
、
日
本
の
新
規
定
の
よ
う
な
「
男
性
器
の
女
性
器
、
肛
門
ま
た
は
口
腔
へ
の
挿
入

の
み
に
行
為
態
様
を
限
定
す
る
立
法
は
、
先
進
諸
外
国
で
は
余
り
見
ら
れ
」
ず
、「
現
在
、
大
半
の
欧
米
諸
国
で
は
、
被
害
者
保
護
の
観
点

か
ら
、
男
性
器
の
み
な
ら
ず
そ
れ
以
外
の
異
物
の
挿
入
等
も
性
的
暴
行
と
し
て
重
く
評
価
す
る
に
至
っ
て
い
る
」
が
、「
重
く
処
罰
さ
れ
る

強
制
性
交
等
の
行
為
態
様
が
限
定
さ
れ
過
ぎ
る
と
い
う
中
途
半
端
な
改
革
に
終
わ
り
、
遅
れ
を
一
挙
に
取
り
戻
す
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
と
い

え
よ
う
」（

（3
（

と
す
る
。
さ
ら
に
井
田
も「
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
身
体
へ
の『
挿
入
』を
と
も
な
う
性
的
強
制
行
為
は
被
害
者
に
与
え
る
ダ
メ
ー

ジ
が
（
強
制
的
な
性
器
結
合
と
同
等
程
度
に
）
大
き
い
（
同
時
に
、
加
害
者
側
が
も
つ
欲
求
も
そ
れ
だ
け
強
い
）
と
い
う
べ
き
で
あ
」
り
、「
挿

入
す
る
も
の
は
、
性
器
（
陰
茎
）
に
限
ら
れ
ず
、
指
や
舌
等
の
身
体
の
一
部
や
、
器
具
の
挿
入
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
し
、

性
交
に
準
じ
る
行
為
と
し
て
「
口
腔
や
肛
門
へ
の
性
器
等
の
身
体
の
一
部
ま
た
は
器
具
の
挿
入
を
伴
う
性
交
類
似
行
為
の
強
制
」
が
含
め
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る

（
（3
（

。
さ
ら
に
深
町
も
「
強
姦
罪
に
お
け
る
『
姦
淫
』、
す
な
わ
ち
、
男
性
器
を
女
性
器
に
挿
入
す
る
行
為
と
し
て
の

性
交
の
み
な
ら
ず
、
肛
門
性
交
及
び
口
腔
性
交
に
つ
い
て
も
強
制
性
交
等
罪
で
捕
捉
す
る
こ
と
に
よ
り
、
か
え
っ
て
、
強
制
性
交
等
罪
が
強

制
わ
い
せ
つ
罪
に
比
し
て
特
別
な
類
型
で
あ
る
理
由
が
不
明
確
に
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
し
、「
こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
す
れ
ば
、
強
制
性
交
等
罪
の
処
罰
範
囲
に
つ
い
て
は
」
①
「
性
交
や
肛
門
性
交
の
よ
う
な
特
に
性
的
侵
害
性
の
高
い
類
型
に
限
定
す
べ

き
で
あ
る
と
の
主
張
」、
②
「
む
し
ろ
濃
厚
な
性
的
接
鹸
や
身
体
へ
の
性
的
侵
襲
性
を
基
準
と
し
つ
つ
、『
性
交
等
』
の
範
囲
を
拡
張
す
べ
き

で
あ
る
と
の
主
張
」
の
い
ず
れ
に
も
至
り
う
る
と
す
る

（
（3
（

。
し
た
が
っ
て
こ
の
「
男
性
器
以
外
の
挿
入
」
を
含
め
る
べ
き
か
、
含
め
る
と
す
れ

ば
、
い
か
な
る
文
言
で
そ
れ
を
表
現
す
べ
き
か
が
、
比
較
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
が
、
上
述
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
の
新
規
定
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

（法政研究 85－３・４－518）
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新
規
定
に
も
そ
の
よ
う
な
限
定
は
な
く
、
性
器
（
陰
茎
）
に
限
ら
れ
ず
、
指
や
舌
等
の
身
体
の
一
部
や
、
器
具
・
異
物
の
「
身
体
へ
の
挿
入
」

（Eindringen in den K
örper

）
を
伴
う
性
的
強
制
行
為
は
、
被
害
者
に
与
え
る
ダ
メ
ー
ジ
が
性
器
結
合
と
同
等
程
度
に
大
き
い
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
法
の
よ
う
に
「
性
交
に
類
似
す
る
」
と
い
う
限
定
を
付
し
て
「
性
交
に
類
似
す
る
身
体
部
分
又
は
物
の
被

害
者
の
身
体
へ
の
挿
入
」
を
性
交
「
等
」（
性
交
類
似
行
為
）
の
内
容
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
二
）「
暴
行
・
脅
迫
要
件
」
の
存
廃
に
つ
い
て
、
井
田
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
判
例
実
務
に
お
い
て
、
意
思
に
反
す
る
こ
と
（
性

交
に
関
す
る
合
意
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
）
と
最
狭
義
の
暴
行
・
脅
迫
の
存
在
が
イ
コ
ー
ル
と
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
、
意
思

に
反
す
る
こ
と
（
性
交
に
関
す
る
合
意
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
）
を
間
違
い
な
く
確
信
で
き
る
事
例
（
す
な
わ
ち
、
立
証
上
の
ハ
ー
ド
ル
を
ク

リ
ア
で
き
、
か
つ
行
為
者
の
同
意
に
関
す
る
錯
誤
の
主
張
を
排
斥
で
き
る
よ
う
な
場
合
）
の
み
に
強
姦
罪
の
成
立
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
る

か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
現
在
の
実
務
感
覚
を
前
提
と
し
て
強
姦
罪
に
お
け
る
暴
行
・
脅
迫
要
件
を

一
般
的
に
緩
和
・
削
除
す
る
こ
と
は
、
意
思
に
反
す
る
こ
と
（
性
交
に
関
す
る
合
意
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
）
を
間
違
い
な
く
確
信
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
事
例
を
強
姦
罪
と
し
て
有
罪
と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
や
は
り
妥
当
な
こ
と
で
あ
る

と
は
思
わ
れ
な
い
。」（

（3
（

ま
た
佐
藤
陽
子
も
、
た
と
え
暴
行
・
脅
迫
要
件
を
廃
し
て
不
同
意
犯
罪
と
し
て
も
「
可
罰
性
の
範
囲
は
そ
れ
ほ
ど
広

が
ら
な
い
」
と
し
た
上
で
「
刑
法
典
上
の
性
犯
罪
の
本
質
は
『
性
交
の
押
し
付
け
』
で
あ
り
、
強
制
性
交
等
は
そ
れ
を
実
現
す
る
手
法
の
一

つ
で
あ
」
り
、「
こ
の
点
で
、
や
は
り
わ
が
国
の
性
犯
罪
は
不
同
意
犯
罪
で
は
な
」
く
、「
実
務
的
な
処
罰
範
囲
」
か
ら
見
て
も
「
不
同
意
犯

罪
と
し
た
場
合
に
処
罰
可
能
と
な
る
類
型
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
し
、「
不
同
意
犯
罪
化
し
て
初
め
て
捕
捉
さ
れ
る
類
型
」

と
し
て
、
①
「 

年
齢
差
に
よ
る
性
的
知
識
の
格
差
や
気
の
弱
さ
か
ら
性
交
を
拒
絶
で
き
な
か
っ
た
場
合
」、
②
「
す
で
に
始
ま
っ
た
性
的
行

為
に
お
い
て
承
諾
外
の
行
為
を
突
然
す
る
場
合
」、
③
「
避
妊
具
を
つ
け
る
こ
と
の
欺
罔
」、
④
「
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
欺
罔
」、
⑤
「
配

偶
者
・
恋
人
で
あ
る
こ
と
の
欺
罔
」
な
ど
を
挙
げ
る
が
、「
こ
れ
ら
の
処
罰
が
本
当
に
必
要
で
あ
る
か
は
疑
問
で
あ
ろ
う
」（

（3
（

と
す
る
。
し
か

し
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
本
当
に
処
罰
に
値
し
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
ド
イ
ツ
の
議
論
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
③
類
型
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に
当
て
は
ま
るstealthing

の
当
罰
性
は
否
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
え
る

（
（4
（

。
さ
ら
に
島
岡
は
、
現
行
の
日
本
刑
法
一
七
八
条
の
「
抗
拒
不
能
」

の
解
釈
問
題
と
し
て
、
①
「
医
療
行
為
の
仮
装
等
に
よ
り
錯
誤
に
陥
っ
て
同
意
し
た
場
合
」
に
つ
い
て
も
、
法
益
関
係
的
錯
誤
は
な
い
の
で

同
意
は
有
効
で
あ
り
、
本
罪
は
成
立
し
な
い
と
の
見
解

（
（4
（

も
あ
る
が
、「
意
思
決
定
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
錯
誤
が
行
為
者
に
よ
り
引
き
起

こ
さ
れ
た
場
合
は
、
自
由
な
自
己
決
定
権
の
侵
害
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
本
罪
は
成
立
す
る
と
考
え
る
」
と
し
、
ま
た
②
「
虚
偽
の
結

婚
の
約
束
や
金
品
贈
与
の
約
束
に
よ
り
、
そ
れ
を
信
じ
た
被
害
者
が
同
意
し
た
場
合
」
も
、
多
数
説
は
、
動
機
の
錯
誤
に
過
ぎ
ず
一
七
八
条

に
当
た
ら
な
い
と
す
る

（
（4
（

が
、「
被
害
者
の
同
意
に
関
す
る
多
数
説
に
従
い
、
錯
誤
に
よ
る
同
意
の
無
効
を
広
く
認
め
た
と
し
て
も
誤
信
に
よ

り
被
害
者
が
抵
抗
せ
ず
暴
行･
脅
迫
が
不
要
で
あ
っ
た
点
を
捉
え
て
一
七
七
条
の
構
成
要
件
該
当
性
が
な
い
と
さ
れ
、
女
性
の
人
格
に
か
か

わ
る
重
大
な
性
的
自
己
決
定
権
の
保
護
が
（
詐
欺
罪
が
窃
盗
罪
と
同
等
に
処
罰
さ
れ
る
）
財
産
の
保
護
以
下
と
い
う
解
釈
と
な
り
、
承
服
し

が
た
い
」
と
し
、「
立
法
の
不
備
を
解
釈
で
補
う
た
め
に
は
、
通
説
と
異
な
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
も
心
理
的
に
抗
拒
不
能
に
さ
せ
た
と
捉

え
て
本
条
の
成
立
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」（

（4
（

と
ま
で
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
将
来
的
に
は
立
法
論
と
し
て
、
①
「
フ
ラ
ン
ス
刑
法
の
よ

う
に
暴
行･

脅
迫
以
外
の
『
不
意
打
ち
』
の
よ
う
な
手
段
を
列
挙
し
て
暴
行･

脅
迫
要
件
を
緩
和
す
る
」
か
、
②
「
英
米
刑
法
の
よ
う
に
暴
行
・

脅
迫
要
件
を
撤
廃
し
、
例
え
ば
『
同
意
の
な
い
性
器
そ
の
他
の
物
の
挿
入
か
つ
合
意
が
な
い
と
思
う
こ
と
が
合
理
的
な
場
合
』
と
定
義
す
る

方
向
へ
向
か
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る

（
（4
（

。
一
七
八
条
の
「
抗
拒
不
能
」
を
島
岡
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
は
、
も
は
や
許
さ
れ
る
拡
張

解
釈
を
超
え
た
類
推
で
あ
り
、
罪
刑
法
定
主
義
上
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
や
は
り
立
法
に
よ
り
解
決
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、

端
的
に
暴
行
・
脅
迫
要
件
を
撤
廃
し

（
（4
（

、
性
的
自
己
決
定
権
に
対
す
る
罪
と
し
て
の
「
不
同
意
性
交
等
」
の
罪
と
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
懸

念
さ
れ
て
い
る
立
証
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
議
論
の
と
こ
ろ
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
不
同
意
堕
胎
罪
の
よ
う
な
他
の
不

同
意
犯
罪
と
同
じ
く
、
検
察
官
は
同
意
が
な
い
と
い
う
事
実
を
積
極
的
に
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
不
同
意
が
推

定
さ
れ
た
り
、
行
為
者
側
に
挙
証
責
任
が
転
換
さ
れ
た
り
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
同
意
の
有
効
性
の
問
題
、
と
り
わ
け
欺
罔
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
同
意
の
有
効
性
の
問
題
に
つ
い
て
は
、H

oven/W
eigend

が
い
う
よ
う
に
（
そ
れ
を
立
法
す
る
か
ど
う
か

（
（4
（

は
さ
て
お
き
）

（法政研究 85－３・４－520）
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「
行
為
者
が
そ
の
者
に
当
該
行
為
の
性
的
性
格
に
関
し
て
欺
罔
し
、
又
は
行
為
者
が
他
の
、
そ
の
者
の
知
っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
と
欺
い
た

場
合
」

（
（4
（

に
は
可
罰
性
が
肯
定
さ
れ
る
べ
き
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
ま
だ
論
じ
る
べ
き
問
題
は
、
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
既
に
与
え
ら
れ
た
分
量
を
超
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
他
の

点
に
つ
い
て
は
続
稿
に
て
詳
述
し
よ
う
と
思
う
。
最
後
に
、
退
官
さ
れ
る
松
生
光
正
先
生
と
三
五
年
以
上
前
の
院
生
時
代
に
知
己
を
得
て
以

来
、
私
は
常
に
先
生
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
刑
法
学
の
研
究
者
と
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
き
た
が
、
未
だ
に
追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ

ど
こ
か
ま
す
ま
すA

bstand

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
恥
ず
か
し
く
思
う
。
退
官
後
も
、
先
生
が
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
研
究
を
続
け

ら
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
つ
つ
、
本
稿
の
筆
を
擱
く
こ
と
と
す
る
。

（
１�

）
西
田
典
之
・
橋
爪
隆
補
訂
『
刑
法
各
論
』（
第
七
版
・
二
〇
一
八
年
）
九
七
頁
。
な
お
改
正
後
の
規
定
を
扱
う
教
科
書
と
し
て
同
書
の
他
に
松
宮
孝
明
『
刑

法
各
論
講
義
』（
第
五
版
・
二
〇
一
八
年
）
一
一
五
―
一
二
八
頁;

高
橋
則
夫
『
刑
法
各
論
』（
第
三
版
・
二
〇
一
八
年
）
一
二
六
―
一
四
七
頁;

松
原

芳
博
『
刑
法
概
説
』（
二
〇
一
八
年
）
一
一
五
―
一
一
七
頁
な
ど
が
あ
る
。

（
２�

）
性
交
強
制
等
類
型
以
外
の
類
型
を
含
め
た
性
犯
罪
全
体
の
比
較
法
的
考
察
も
続
稿
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。
最
近
の
比
較
法
的
研
究
と
し
て
、
金
ジ
ャ

ン
デ
ィ
「
韓
国
性
犯
罪
規
定
の
概
説
及
び
日
本
と
の
比
較
」
阪
大
法
学
六
八
卷
一
号
（
二
〇
一
八
年
）
二
一
三
―
二
三
〇
頁
、
末
道
康
之
「
強
姦
罪
を

め
ぐ
る
比
較
法
的
考
察
：
フ
ラ
ン
ス
刑
法
及
び
ベ
ル
ギ
ー
刑
法
に
お
け
る
強
姦
罪
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」
南
山
法
学 

四
〇
卷
二
号
（
二
〇
一
七
年
）
一

一
三
―
一
五
六
頁
、
深
町
晋
也
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
に
お
け
る
性
犯
罪
規
定
」
立
教
法
務
研
究 

九
号 

（
二
〇
一
六
年
） 

一
七
―
七
四
頁
、
同
「
ス
イ

ス
刑
法
に
お
け
る
性
犯
罪
規
定 

」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
四
五
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
〇
一
―
一
二
〇
頁
、
島
岡
ま
な
「
フ
ラ
ン
ス
刑
法
に
お
け
る
性
犯

罪
の
類
型
と
処
罰
に
つ
い
て
」 

刑
法
雑
誌
五
四
卷
一
号
（
二
〇
一
四
年
）
四
九
―
六
二
頁
な
ど
、
日
本
の
改
正
問
題
に
つ
い
て
の
最
近
の
論
文
か
ら
、

性
犯
罪
改
正
全
体
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
深
町
晋
也
「
刑
事
政
策
の
新
動
向
・
性
犯
罪
」
法
学
教
室 

四
五
七
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
〇
七
―
一
一
四

頁;

同
「
刑
法
入
門
・
性
犯
罪
か
ら
学
ぶ
刑
法
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
三
卷
四
号
（
二
〇
一
八
年
）
三
二
―
三
七
頁
、、Shinya Fukam

achi, Ü
ber die 
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、
谷
田
川
知
恵
「
刑
法
・
強

姦
罪
規
定
改
正
の
意
義
と
課
題
：『
女
性
に
対
す
る
暴
力
』根
絶
ツ
ー
ル
と
し
て
の
刑
法
を
」 

法
と
民
主
主
義
五
二
九
号（
二
〇
一
八
年
）二
六
―
二
九
頁
、

島
岡
ま
な
「
性
犯
罪
の
保
護
法
益
及
び
刑
法
改
正
骨
子
へ
の
批
判
的
考
察
」
慶
應
法
学
三
七
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
九 

―
三
七
頁
、
嘉
門
優
「
法
益
論

（85－３・４－521）
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か
ら
見
た
強
姦
罪
等
の
改
正
案
」
犯
罪
と
刑
罰
二
六
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
一
―
五
二
頁
な
ど
、
①
に
関
す
る
も
の
と
し
て
北
川 

佳
世
子
「
強
制
性
交

等
の
罪
・
準
強
制
性
交
等
の
罪 

」
法
律
時
報
九
〇
卷
四
号
（
二
〇
一
八
年
） 

五
五
―
六
二
頁
、
佐
藤
陽
子
「
性
犯
罪
に
お
け
る
被
害
者
の
意
思
・
関
与
」

刑
法
雑
誌
五
七
卷
二
号
二
八
六
―
三
〇
一
、
二
〇
一
八
―
〇
三
な
ど
、
②
に
関
し
て
、
池
田
公
博
「
性
犯
罪
の
非
親
告
罪
化
・
公
訴
時
効
の
撤
廃
ま
た

は
そ
の
進
行
の
停
止
」
法
律
時
報
九
〇
卷
四
号
（
二
〇
一
八
年
）
七
三
―
七
六
頁
、
辻
本
典
央
「
強
姦
罪
等
の
非
親
告
罪
化
」 

犯
罪
と
刑
罰
二
六
号
（
二

〇
一
七
年
）
八
一
―
一
〇
〇
頁
、
黒
澤
睦
「
ド
イ
ツ
の
性
犯
罪
に
お
け
る
条
件
付
親
告
罪
規
定
―
わ
が
国
の
性
犯
罪
は
非
親
告
罪
化
す
る
し
か
道
は
な

い
の
か
―
」
法
律
論
叢
八
八
巻
六
号
（
二
〇
一
六
年
）
五
一
―
一
一
〇
頁
、
③
に
関
し
て
、
今
井
猛
嘉
「
監
護
者
わ
い
せ
つ
罪
及
び
監
護
者
性
交
等
の
罪
」

法
律
時
報
九
〇
卷
四
号
（
二
〇
一
八
年
）
六
三
―
六
七
頁
、
深
町
晋
也
「
家
庭
内
に
お
け
る
児
童
に
対
す
る
性
的
虐
待
の
刑
法
的
規
律
：
監
護
者
性
交

等
・
わ
い
せ
つ
罪
（
刑
法
一
七
九
条
）
を
中
心
に
」
立
教
法
学 

九
七
号
（
二
〇
一
八
年
） 

二
一
三
―
一
八
五
頁
な
ど
、
④
に
関
し
て
金
澤
真
理
「
強
盗
・

強
制
性
交
等
及
び
同
致
死
の
罪 

」
法
律
時
報 

九
〇
卷
四
号
（
二
〇
一
八
年
）
六
八
―
七
二
頁
な
ど
、
そ
の
他
の
論
点
に
関
す
る
も
の
と
し
て
淵
脇
千
寿

保
「
性
犯
罪
処
罰
規
定
の
法
体
系
上
の
位
置
付
け
：
旧
刑
法
制
定
過
渡
期
の
刑
法
体
系
を
基
礎
に
」
志
學
館
法
学
一
九
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
―
四
五
頁
、

田
中
嘉
寿
子「
改
正
刑
法
の
性
犯
罪
の
暴
行
・
脅
迫
要
件
の
認
定
と
被
害
者
の『
Ｓ
Ｆ
反
応
』」甲
南
法
務
研
究 

一
四
号（
二
〇
一
八
年
）六
五
―
七
二
頁
、

清
水
晴
生
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
性
犯
罪
」
白
鴎
法
学
二
四
卷
三
号 

（
二
〇
一
八
年
）
三
〇
五
―
三
一
四
頁
、
小
西
吉
呂 

・
外
間
淳
也
「
沖
縄
県
に
お
け
る
性

暴
力
の
現
状
と
課
題
：
刑
法
的
視
点
を
中
心
に
」
地
域
研
究
一
六
号
（
二
〇
一
五
年
）
二
三
―
四
六
頁
な
ど
を
参
照
。

（
３�

）
さ
ら
に
関
連
規
定
と
し
て
一
七
六
条
と
一
七
八
条
も
文
言
等
が
変
更
さ
れ
た
。

新
一
七
六
条
（
強
制
わ
い
せ
つ
）

　

�

十
三
歳
以
上
の
者
に
対
し
、
暴
行
又
は
脅
迫
を
用
い
て
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
者
は
、
六
月
以
上
十
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。
十
三
歳
未
満
の
者

に
対
し
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
者
も
、
同
様
と
す
る
。

第
一
七
八
条
（
準
強
制
わ
い
せ
つ
及
び
準
強
制
性
交
等
）

　

�

人
の
心
神
喪
失
若
し
く
は
抗
拒
不
能
に
乗
じ
、
又
は
心
神
を
喪
失
さ
せ
、
若
し
く
は
抗
拒
不
能
に
さ
せ
て
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
者
は
、
第
百
七

十
六
条
の
例
に
よ
る
。

　

�

二　

人
の
心
神
喪
失
若
し
く
は
抗
拒
不
能
に
乗
じ
、
又
は
心
神
を
喪
失
さ
せ
、
若
し
く
は
抗
拒
不
能
に
さ
せ
て
、
性
交
等
を
し
た
者
は
、
前
条
の
例
に

よ
る
。

（
４�

）
松
宮
・
前
掲
書
（
注
２
）
一
一
六
頁
。

（
５�

）
井
田
良
「
性
犯
罪
処
罰
規
定
の
改
正
に
つ
い
て
の
覚
書
」 

慶
應
法
学
三
一
号
（
二
〇
一
五
年
）
四
三
―
六
〇
頁
、
四
九
頁
。

（
６�

）
な
お
「『
わ
い
せ
つ
な
行
為
』（
一
七
六
条
お
よ
び
一
七
八
条
一
項
）
と
い
う
文
言
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
維
持
す
べ
き
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
り
、
こ

れ
を
『
性
的
行
為
』
と
か
『
性
的
侵
害
行
為
』
と
か
の
概
念
に
置
き
換
え
る
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」（
井
田
・
前
掲
［
注
５
］
四
九
頁
注
一
三
）
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と
す
る
。

（
７�

）
深
町
・
前
掲
（
注
２
）
法
学
教
室
四
五
七
号
一
〇
九
頁
。

（
８�
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
二
〇
一
条
（
強
姦
）
／
二
〇
二
条
（
性
的
強
要
）
に
つ
い
て
は
深
町
・（
前
掲
注
２
）
立
教
法
務
研
究
九
号
二
四
頁
以
下
参
照
。

条
文
の
原
文
は
文
末
【
資
料
】
を
参
照

（
９�

）
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
学
説
も
ほ
ぼ
見
解
の
一
致
を
見
て
い
た
。
な
お
島
岡
ま
な
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
性
刑
法
の
改
革
」
大
阪
弁
護
士
会
人
権
擁
護

委
員
会
性
暴
力
被
害
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
編
集
『
性
暴
力
と
刑
事
司
法
』（
信
山
社
・ 

二
〇
一
四
年
）
一
九
二
頁
は
改
正
前
の
「『
女
子
に
対
す

る
姦
淫
』
の
み
を
重
く
処
罰
し
て
い
る
日
本
の
強
姦
罪
は
、
家
父
長
制
時
代
の
男
系
血
統
主
義
を
維
持
す
る
た
め
の
『
貞
操
』、
す
な
わ
ち
将
来
男
性
に

嫁
ぐ
無
垢
な
女
子
の
『
処
女
性
』
ま
た
は
夫
に
従
属
す
る
『
貞
淑
な
妻
』
の
保
護
を
目
的
と
す
る
『
強
姦
法
』
の
体
裁
を
維
持
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス

と
比
較
し
て
二
〇
〇
年
以
上
遅
れ
て
い
る
」
と
し
て
い
た
。

（
10�

）
こ
の
点
に
関
す
る
議
論
と
し
て
島
岡
・
前
掲
（
注
２
）
慶
應
法
学
三
七
号
三
五
頁
以
下
、
北
川
・
前
掲
（
注
２
）
六
二
頁
参
照
。

（
11�

）
こ
の
新
規
定
に
関
し
て
ド
イ
ツ
で
は
膨
大
で
展
望
不
能
な
量
の
文
献
が
交
換
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
し
あ
た
りT

hom
as Fischer, StGB, 65. A

ufl. 
2018, §

177 Rn 1a

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
文
献
を
参
照
。

（
12�

）
条
文
の
原
文
は
文
末
【
資
料
】
参
照
。

（
13�

）
こ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、K

arl Lackner/K
ristian K

ühl/M
artin H

eger, StGB, 29. A
ufl. 2018,§

177, Rn. 21

参
照
。

（
14�

）Lackner/K
ühl/H

eger （o. Fn. 13

）§ 177, Rn. 1.

（
15�

）
同
条
約
の
第
三
六
条
（「
性
暴
力
（
強
姦
を
含
む
）」）
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　
　

�　
「
一
．
締
約
国
は
、
故
意
に
行
な
わ
れ
る
次
の
行
為
が
犯
罪
と
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
必
要
な
立
法
上
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
。

　
　
ａ�

．
同
意
に
基
づ
か
ず
、
他
の
者
の
身
体
に
対
し
、
い
ず
れ
か
の
身
体
部
位
ま
た
は
物
を
も
っ
て
膣
、
肛
門
ま
た
は
口
へ
の
性
的
性
質
の
挿
入
行
為
を
行

な
う
こ
と
。

　
　

ｂ�

．
人
に
対
し
、
同
意
に
基
づ
か
な
い
他
の
性
的
性
質
の
行
為
を
行
な
う
こ
と
。

　
　
ｃ�

．
他
の
者
を
し
て
、
同
意
に
基
づ
か
な
い
性
的
性
質
の
行
為
を
第
三
者
と
行
な
わ
せ
る
こ
と
。

　
　
　

二�

．
同
意
は
、
自
由
意
思
の
結
果
と
し
て
、
自
発
的
に
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
自
由
意
思
は
、
関
連
す
る
状
況
の
文
脈
に
お
い
て
評
価

さ
れ
る
。

　
　
　

三�

．
締
約
国
は
、
一
の
規
定
が
、
国
内
法
で
認
め
ら
れ
た
従
前
の
ま
た
は
現
在
の
配
偶
者
ま
た
は
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
行
為
に
も
適
用

さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
必
要
な
立
法
上
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
。」（
訳
文
は
Ａ
Ｒ
Ｃ
平
野
裕
二
の
子
ど
も
の
権
利
・
国
際
情
報
サ
イ
ト

http://w
w

w
26.atw

iki.jp/childrights/pages/36.htm
l

に
よ
る
。）

（85－３・４－523）
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�　

こ
の
条
約
に
基
づ
きRichtlinie 2011/93/EU

 des Europäischen Parlam
ents und des Rates vom

 13. D
ezem

ber 2011 zur Bekäm
pfung 

des sexuellen M
issbrauchs und der sexuellen A

usbeutung von K
indern sow

ie der K
inderpornographie sow

ie zur Ersetzung des 
Rahm

enbeschlusses 2004/68/JI des Rates 

が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
今
井
雅
子
「
欧
州
評
議
会
『
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
条
約
』」
国
際

女
性
二
九
号
（
二
〇
一
五
年
）
八
四
―
八
八
頁
及
び
、A

strid K
em

pe, Lückenhaftigkeit und Reform
 des deutschea Sexualstrafrechts vor 

dem
 H

intergrund der Istanbul-K
onvention, 2018, S. 31 ff.  

を
参
照
。

（
16�

）Elisa H
oven/ T

hom
as W

eigend, Zur Strafbarkeit von T
äuschungen im

 Sexualstrafrecht K
riPoZ 2018/3, 156-161, 156.

（
17�

）
こ
の “stealthing” 

と
は
、
英
語
の
動
詞 “stealth” 

＝ 

「
隠
れ
て
行
う
」
の -ing

形
で
あ
り
、「
性
交
途
中
で
同
意
な
し
に
（
隠
れ
て
）
コ
ン
ド
ー
ム

を
外
す
こ
と
」（nonconsensual condom

 rem
oval during sexual intercourse

）
を
意
味
す
る
俗
語
で
あ
る
。

（
18�

）A
lexandra Brodsky, ‘Rape-A

djacent’: Im
agining Legal Responses to N

onconsensual Condom
 Rem

oval, 32 

（2

） Colum
bia 

Journal of Gender and Law
, 183-210 （2017

）.

（
19�

）N
ora Burgard-A

rp, Stealthing : “Stellungsw
echsel, Gum

m
i ab”, Zeit am

 12. Januar 2018

（https://w
w

w
.zeit.de/cam

pus/2018-01/
stealthing-sexualstraftat-rechtslage-opfer-taeter

）
の
中
で
もRenzikow

ski

のstealthing

は
「
明
ら
か
に
性
的
攻
撃
に
該
当
し
刑
法
一
七
七
条

六
項
一
号
に
よ
り
法
的
観
点
か
ら
は
強
姦
と
し
て
評
価
さ
れ
る
（Es handelt sich hier ganz klar um

 einen sexuellen Ü
bergriff und nach§

177 A
bsatz 6 N

r. 1 aus juristischer Sicht auch um
 V

ergew
altigung.

）」
と
い
う
発
言
を
紹
介
し
て
「
ド
イ
ツ
に
お
い
て
はstealthing

は
犯

罪
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
な
おR
enzikow

ski
（
冨
川
雅
満
訳
）「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
性
刑
法
の
改
正
―
―
性
的
強
要
か
ら
性
的
侵
害
（Ü

bergriff

）
へ
」

龍
谷
法
学
五
一
巻
一
号
（
二
〇
一
八
年
）
八
八
一
頁
以
下
、
八
八
九
頁
も
参
照
。

（
20�

）Felix H
erzog, “Stealthing”: W

enn M
änner beim

 Geschlechtsverkehr heim
lich das K

ondom
 entfernen. Eine Sexualstraftat?, in: 

Festschrift für T
hom

as Fischer, 2018, S. 351–359.

（
21�

）H
oven/W

eigend,  

前
掲
（
注
16
）161.  

改
正
提
案
の
原
文
は
【
資
料
】
参
照
。

（
22�

）En ny sexualbrottslagstiftning byggd på frivillighet, Prop. 2017/18: 177

（https://w
w

w
.riksdagen.se/sv/dokum

ent-lagar/
dokum

ent/proposition/en-ny-sexualbrottslagstiftning-byggd-pa_H
503177/htm

l

）.

（
23�

）
な
お
改
正
前
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
性
犯
罪
規
定
に
つ
い
て
は
、
矢
野
恵
美
「
児
童
買
春
・
児
童
と
の
性
的
行
為
に
よ
る
児
童
の
性
の
搾
取
に
つ
い
て
：

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
児
童
へ
の
性
的
接
触
に
関
す
る
立
法
を
参
考
に
」
琉
大
法
学
九
三
号
（
二
〇
一
五
年
）
三
九
―
五
三

頁
、
同
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
法
に
お
け
る
性
犯
罪
規
定
と
対
策
」『
岩
井
宜
子
古
稀
祝
賀
論
文
集
・
性
犯
罪
・
被
害
』（
二
〇
一
四
年
）
三
一
七
― 

三
二
八
頁
、

同
「
北
欧
に
お
け
る
性
犯
罪
規
定
と
そ
の
対
策
（
各
国
の
性
犯
罪
対
策
）」
罪
と
罰
：
日
本
刑
事
政
策
研
究
会
報 

五
〇
卷
四
号
（
二
〇
一
三
年
） 

二
一
―
三

七
頁
、
同
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
子
ど
も
を
被
害
者
と
す
る
性
犯
罪
対
策
」
比
較
法
研
究 
七
〇
号
（
二
〇
〇
八
年
） 

八
〇
―
九
八
頁
、
同
「
ス
ウ
ェ
ー

（法政研究 85－３・４－524）
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デ
ン
に
お
け
る
性
犯
罪
対
策
―
―
性
犯
罪
規
定
・
性
犯
罪
者
対
策
・
被
害
者
対
策
の
観
点
か
ら 

」
犯
罪
と
非
行 

一
四
九
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
三
六
―
一

六
〇
頁
、
坂
田
仁
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
法
第
六
章
（
性
犯
罪
）
の
改
正
に
つ
い
て
」
法
学
研
究 

七
八
巻
八
号
（
二
〇
〇
五
年
）
三
五
―
五
四
頁
、
拙
稿
「
夫

婦
間
レ
イ
プ
の
成
否
と
比
較
法
―
五
―
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
夫
婦
間
の
強
姦
」
法
律
時
報 

六
〇
巻
七
号
（
一
九
八
八
年
）
一
〇
五
―
一
〇
八
頁
な
ど

を
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
文
献
と
し
て
は
さ
し
あ
た
り
二
〇
一
八
年
六
月
三
日
に
逝
去
し
た
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
元
教
授M

adeleine Leijonhufvud

の
著

書
、Leijonhufvud, Svensk sexualbrottslag – En fram

åtsyftande tillbakablick, 2015

と
今
回
の
改
正
準
備
の
た
め
に
二
〇
一
四
年
に
設
置
さ
れ
た

性
犯
罪
委
員
会
（sexualbrottskom

m
itté

）
の
報
告
書
、Ett starkare skydd för den sexuella integriteten, SO

U
 2016: 60

を
参
照
。

（
24�

）
規
定
の
原
文
は
文
末
【
資
料
】
を
参
照

（
25�

）
な
お
今
回
改
正
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
性
交
類
似
行
為
に
つ
い
て
も
強
姦
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
す
で
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
「
侵
害
の
重
大

性
の
観
点
か
ら
性
交
に
匹
敵
す
る
他
の
性
的
行
為
」と
い
う
文
言
が
用
い
ら
れ
、
ド
イ
ツ
法
の
よ
う
な「
挿
入
」と
い
う
文
言
が
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

（
26�

）
な
お
一
般
に
「
強
姦
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
のvåldtäkt

は
、
語
義
か
ら
す
る
と
「
暴
力
」
を
意
味
す
る
名
詞våld

に
動
詞taga

（=

英
語
のtake

）
を
名
詞
化
す
る
接
尾
語 -täkt

を
付
し
た
も
の
で
、「
暴
力
を
ふ
る
う
こ
と
」
と
い
う
の
が
原
意
で
、
ド
イ
ツ
語
のV

ergew
altigung

と

よ
く
似
た
成
り
立
ち
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
現
在
に
お
け
る
用
法
と
し
て
は
暴
行
に
よ
る
か
ど
う
か
は
決
定
的
で
は
な
く
、
性
交
・
性
交
類
似
行
為

を
伴
う
性
的
侵
害
と
い
う
意
味
で
主
に
用
い
ら
れ
て
い
る
点
も
共
通
し
て
い
る
。

（
27�

）
日
本
に
お
い
て
は
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
方
を
先
に
規
定
し
て
い
る
。

（
28�

）
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
特
に
改
正
前
に
よ
く
議
論
さ
れ
て
い
た
の
は
、
被
害
者
が
い
わ
ゆ
るfrozen fright

に
よ
っ
て
抵
抗
で
き
な
か
っ
た
事
例
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
法
学
情
報
サ
イ
トD

agensjuridik
の
記
事H

ovrätten river upp våldtäktsdom
 - m

an trodde att offer för “frozen fright” 
sov

（http://w
w

w
.dagensjuridik.se/2016/11/hovratten-river-upp-valdtaktsdom

-m
an-trodde-att-offer-frozen-fright-sov

）な
ど
を
参
照
。

（
29�

）
ド
イ
ツ
語
のJa 

は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で
もJa 

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て N

ein

はN
ej

で
あ
る
。

（
30�

）
例
え
ば
英
国
のGuardian

の
記
事
（W

ed 20 D
ec 2017 17.14 GM

T

）
で
は
不
同
意
推
定
規
定
で
あ
る
と
報
道
さ
れ
た
が
翌
日
（T

hu 21 D
ec 

2017 13.25 GM
T

）
修
正
さ
れ
た
（https://w

w
w

.theguardian.com
/w

orld/2047/dec/ 20/sw
eden-to-m

ove-burden -of-proof-in-rape-
cases-from

-claim
ant-to-the-accused-explicit-consent

）。

（
31�

）
二
〇
一
八
年 

一
一
月
八
日
に
放
送
さ
れ
た Sverigesradio

の
番
組EK

O
T

: Sam
tyckeslag har haft effect 

の
中
で
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
（https://

sverigesradio.se/sida/artikel.aspx?program
id=83&

artikel=7084923
）
の
中
で
の
発
言
。
同
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
さ
ら
に
彼
女
が
担
当
し
た
事
件

の
う
ち
改
正
の
効
果
が
あ
っ
た
事
例
が
四
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
件
で
は
新
設
さ
れ
た
過
失
強
姦
罪
が
適
用
さ
れ
た
事
例
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

（
32�

）
浅
田
和
茂
・
井
田
良
編
『
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
・
刑
法
［
第
二
版
］』（
二
〇
一
七
年
）
三
九
〇
頁
〔
島
岡
〕。

（
33�

）
前
掲
（
注
34
）
のV

oigt

検
察
官
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
参
照
。

（85－３・４－525）
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（
34�

）
そ
の
場
合
に
は
強
盗
罪
と
の
対
比
と
い
う
論
拠
も
妥
当
し
な
く
な
る
。

（
35�

）
島
岡
・
前
掲
（
注
35
）
三
九
〇
頁
。
同
様
の
批
判
と
し
て
辰
井
聡
子
「
性
犯
罪
に
関
す
る
刑
法
改
正
―
強
制
性
交
等
罪
の
検
討
を
中
心
に
」
刑
事
法
ジ
ー

ナ
ル
五
五
号
（
二
〇
一
八
年
）
六
頁
以
下
。

（
36�
）
井
田
・
前
掲
（
注
５
）
四
八
頁
。

（
37�

）
深
町
・
前
掲
（
注
２
）
法
学
教
室
四
五
七
号
一
〇
九
頁
。

（
38�

）
井
田
・
前
掲
（
注
５
）
五
二
頁
以
下
。

（
39�

）
佐
藤
・
前
掲
（
注
２
）
一
六
七
頁
以
下
。

（
40�

）H
erzog （o. Fn 20

）, S. 356 f.

（
41�

）
前
田
雅
英  

『
刑
法
各
論
講
義
』 （
第
六
版
・
二
〇
一
五
年
）
一
二
五
頁
、
西
田･

橋
爪
・
前
掲
（
注
１
）
一
〇
五
頁
。
さ
ら
に
佐
伯
仁
志
「
被
害
者
の

錯
誤
に
つ
い
て
」
神
戸
法
学
年
報
一
号
（
一
九
八
五
年
）
八
八
頁
以
下
も
参
照
。

（
42�

）
大
塚 

仁
・
河
上
和
雄
・
中
山
善
房
・
古
田
佑
紀
編
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
〔
第
三
版
〕
第
九
巻
・
第
一
七
四
条
～
第
一
九
二
条
』（
二
〇
一
三
年
）

八
四
頁
〔
亀
山=

河
村
〕。

（
43�

）
島
岡
・
前
掲
（
注
35
）
三
九
三
頁
。

（
44�

）
こ
の
点
に
関
し
て
島
岡
は
「
日
本
が
欧
米
の
性
刑
法
改
革
に
三
〇
年
以
上
遅
れ
て
よ
う
や
く
追
い
つ
こ
う
と
し
た
時
点
で
、
他
国
は
よ
り
二
一
世
紀

の
先
進
国
に
ふ
さ
わ
し
く
、
弱
者
で
あ
る
性
犯
罪
被
害
者
保
護
に
手
厚
い
性
犯
罪
規
定
の
構
築
へ
と
既
に
向
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」（
島
岡
・
前
掲
［
注

三
五
］
三
九
〇
頁
）
と
す
る
。

（
45�

）
暴
行
・
脅
迫
に
よ
る
場
合
は
、
ド
イ
ツ
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
規
定
に
お
け
る
よ
う
に
、
加
重
事
情
又
は
量
刑
上
の
重
い
事
情
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
46�

）
こ
の
点
に
関
し
て
は
錯
誤
に
よ
る
同
意
／
（
構
成
要
件
阻
却
的
）
合
意
の
有
効
性
と
い
う
周
知
の
難
問
（
日
本
の
文
献
と
し
て
は
さ
し
あ
た
り
菊
地

一
樹
「
法
益
主
体
の
同
意
と
規
範
的
自
律
」（
一
）（
二
・
完
）
早
稲
田
法
学
会
誌
六
六
巻
二
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
六
五
―
二
一
六
頁
、
六
七
巻
一
号
（
二

〇
一
六
年
）
一
七
一
―
二
二
三
頁
、
同
「
刑
法
に
お
け
る
性
的
自
律
の
保
護
」（
一
）（
二
・
完
）
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
研
論
集
一
五
九
号
（
二
〇
一
六
年
）

一
四
九
―
一
七
〇
頁;

一
五
八
号
（
二
〇
一
六
年
）
八
一
―
一
〇
三
頁
、
同
「
法
益
関
係
的
錯
誤
概
念
の
拡
張
に
対
す
る
批
判
的
検
討
」
早
稲
田
大
学

大
学
院
法
研
論
集
一
五
六
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
〇
七
―
一
二
九
頁
、
河
野
敏
也
「
錯
誤
に
基
づ
く
同
意
と
同
意
の
正
当
化
根
拠
と
の
関
係
に
つ
い
て
」

明
治
大
学
大
学
院
法
学
研
究
論
集 

四
五
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
九
―
三
八
頁
、
神
元
隆
賢
「
準
強
制
わ
い
せ
つ
及
び
準
強
姦
に
お
け
る
錯
誤
に
基
づ
く

同
意
」（
一
）
北
海
学
園
大
学
法
学
研
究
四
九
巻
三
号
（
二
〇
一
三
年
）
五
二
三
―
五
五
一
頁
、
森
永
真
綱
「
被
害
者
の
承
諾
に
お
け
る
欺
罔
・
錯
誤
」（
一
）

（
二
・
完
）
関
西
大
学
法
学
論
集
五
二
巻
三
号
（
二
〇
〇
二
年
）
一
九
九
―
二
五
三
頁
、
五
三
巻
一
号
（
二
〇
〇
三
年
）
二
〇
四
―
二
四
〇
頁
な
ど
を
参
照
）

の
検
討
が
不
可
避
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
も
別
稿
で
詳
し
く
検
討
し
た
い
。

（法政研究 85－３・４－526）
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（
47�

）H
oven/W

eigend

（o. Fn. 16

） 161.

［
追
記
］
校
正
中
に
ド
イ
ツ
の
ド
イ
ツ
のA

G-Berlin-T
iergarten

で
い
わ
ゆ
るstealthing

を
行
っ
た
行
為
者
に
ド
イ
ツ
刑
法
一
七
七
条
一
項
の
性
的
侵

害
に
当
た
る
と
す
る
判
決
が
言
渡
さ
れ
た
と
の
報
に
接
し
た
。（Süddeutsche Zeituug

の
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
九
日
付
の
記
事” Respektlose’T

at“ in : 
http://w

w
w

.sueddeutsche.de/panoram
a/berlin-respektlose-tat

）。
こ
の
判
決
に
つ
い
て
も
続
稿
で
詳
述
し
た
い
。

（85－３・４－527）
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【資料】各国の規定原文

１　オーストリア刑法

§ 201 Vergewaltigung
（1）  Wer eine Person mit Gewalt, durch Entziehung der persönlichen Freiheit 
oder durch Drohung mit gegenwärtiger Gefahr für Leib oder Leben （ § 
89） zur Vornahme oder Duldung des Beischlafes oder einer dem Beischlaf 
gleichzusetzenden geschlechtlichen Handlung nötigt, ist mit Freiheitsstrafe 
von einem bis zu zehn Jahren zu bestrafen.

（2）  Hat die Tat eine schwere Körperverletzung （ § 84 Abs. 1） oder eine 
Schwangerschaft der vergewaltigten Person zur Folge oder wird die 
vergewaltigte Person durch die Tat längere Zeit hindurch in einen qualvollen 
Zustand versetzt oder in besonderer Weise erniedrigt, so ist der Täter mit 
Freiheitsstrafe von fünf bis zu fünfzehn Jahren, hat die Tat aber den Tod der 
vergewaltigten Person zur Folge, mit Freiheitsstrafe von zehn bis zu zwanzig 
Jahren oder mit lebenslanger Freiheitsstrafe zu bestrafen.

§ 202 Geschlechtliche Nötigung
（1）  Wer außer den Fällen des § 201 eine Person mit Gewalt oder durch 
gefährliche Drohung zur Vornahme oder Duldung einer geschlechtlichen 
Handlung nötigt, ist mit Freiheitsstrafe von sechs Monaten bis zu fünf Jahren 
zu bestrafen.

（2）  Hat die Tat eine schwere Körperverletzung （ § 84 Abs. 1） oder 
eine Schwangerschaft der genötigten Person zur Folge oder wird die 
genötigte Person durch die Tat längere Zeit hindurch in einen qualvollen 
Zustand versetzt oder in besonderer Weise erniedrigt, so ist der Täter mit 
Freiheitsstrafe von fünf bis zu fünfzehn Jahren, hat die Tat aber den Tod 
der genötigten Person zur Folge, mit Freiheitsstrafe von zehn bis zu zwanzig 
Jahren oder mit lebenslanger Freiheitsstrafe zu bestrafen.

（法政研究 85－３・４－528）
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２　ドイツ刑法

§ 177 Sexueller Übergriff; sexuelle Nötigung; Vergewaltigung
（1）  Wer gegen den erkennbaren Willen einer anderen Person sexuelle 
Handlungen an dieser Person vornimmt oder von ihr vornehmen lässt oder 
diese Person zur Vornahme oder Duldung sexueller Handlungen an oder von 
einem Dritten bestimmt, wird mit Freiheitsstrafe von sechs Monaten bis zu 
fünf Jahren bestraft.

（2）  Ebenso wird bestraft, wer sexuelle Handlungen an einer anderen Person 
vornimmt oder von ihr vornehmen lässt oder diese Person zur Vornahme oder 
Duldung sexueller Handlungen an oder von einem Dritten bestimmt, wenn

１ .  der Täter ausnutzt, dass die Person nicht in der Lage ist, einen 
entgegenstehenden Willen zu bilden oder zu äußern,
２.  der Täter ausnutzt, dass die Person auf Grund ihres körperlichen oder 
psychischen Zustands in der Bildung oder Äußerung des Willens erheblich 
eingeschränkt ist, es sei denn, er hat sich der Zustimmung dieser Person 
versichert,
３.  der Täter ein Überraschungsmoment ausnutzt,
４ .  der Täter eine Lage ausnutzt, in der dem Opfer bei Widerstand ein 
empfindliches Übel droht, oder
５ .  der Täter die Person zur Vornahme oder Duldung der sexuellen 
Handlung durch Drohung mit einem empfindlichen Übel genötigt hat.

（3）  Der Versuch ist strafbar.
（4）  Auf Freiheitsstrafe nicht unter einem Jahr ist zu erkennen, wenn die 
Unfähigkeit, einen Willen zu bilden oder zu äußern, auf einer Krankheit oder 
Behinderung des Opfers beruht.

（5）  Auf Freiheitsstrafe nicht unter einem Jahr ist zu erkennen, wenn der 
Täter

１.  gegenüber dem Opfer Gewalt anwendet,
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２.  dem Opfer mit gegenwärtiger Gefahr für Leib oder Leben droht oder
３ .  eine Lage ausnutzt, in der das Opfer der Einwirkung des Täters 
schutzlos ausgeliefert ist.

（6）  In besonders schweren Fällen ist auf Freiheitsstrafe nicht unter zwei 
Jahren zu erkennen. Ein besonders schwerer Fall liegt in der Regel vor, wenn

１.  der Täter mit dem Opfer den Beischlaf vollzieht oder vollziehen lässt 
oder ähnliche sexuelle Handlungen an dem Opfer vornimmt oder von ihm 
vornehmen lässt, die dieses besonders erniedrigen, insbesondere wenn sie mit 
einem Eindringen in den Körper verbunden sind （Vergewaltigung）, oder
２.  die Tat von mehreren gemeinschaftlich begangen wird.

（7）  Auf Freiheitsstrafe nicht unter drei Jahren ist zu erkennen, wenn der 
Täter

１.  eine Waffe oder ein anderes gefährliches Werkzeug bei sich führt,
２ .  sonst ein Werkzeug oder Mittel bei sich führt, um den Widerstand 
einer anderen Person durch Gewalt oder Drohung mit Gewalt zu 
verhindern oder zu überwinden, oder
３.  das Opfer in die Gefahr einer schweren Gesundheitsschädigung bringt.

（8）  Auf Freiheitsstrafe nicht unter fünf Jahren ist zu erkennen, wenn der 
Täter

１.  bei der Tat eine Waffe oder ein anderes gefährliches Werkzeug 
verwendet oder
２.  das Opfer

a ）  bei der Tat körperlich schwer misshandelt oder
b ）  durch die Tat in die Gefahr des Todes bringt.

（9）  In minder schweren Fällen der Absätze 1 und 2 ist auf Freiheitsstrafe 
von drei Monaten bis zu drei Jahren, in minder schweren Fällen der Absätze 
4 und 5 ist auf Freiheitsstrafe von sechs Monaten bis zu zehn Jahren, in 
minder schweren Fällen der Absätze 7 und 8 ist auf Freiheitsstrafe von 
einem Jahr bis zu zehn Jahren zu erkennen.

（法政研究 85－３・４－530）
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2a　Hoven/Weigendの改正案

§ 177 Abs. 二 StGB: 
Ebenso wird bestraft, wer sexuelle Handlungen an einer anderen Person 
vornimmt oder von ihr vornehmen lässt oder diese Person zur Vornahme 
oder Duldung sexueller Handlungen an oder von einem Dritten bestimmt, 
wenn （...）
６.  der Täter die Person über den sexuellen Charakter der Handlung täuscht 
oder ihr vorspiegelt, dass er eine andere, ihr bekannte Person sei.

３　スウェーデン刑法

6 kap. Om sexualbrott
1 §  Den som, med en person som inte deltar frivilligt, genomför ett samlag 
eller en annan sexuell handling som med hänsyn till kränkningens allvar är 
jämförlig med samlag, döms för våldtäkt till fängelse i lägst två år och högst 
sex år. Vid bedömningen av om ett deltagande är frivilligt eller inte ska 
det särskilt beaktas om frivillighet har kommit till uttryck genom ord eller 
handling eller på annat sätt. En person kan aldrig anses delta frivilligt om

１.  deltagandet är en följd av misshandel, annat våld eller hot om brottslig 
gärning, hot om att åtala eller ange någon annan för brott eller hot om att 
lämna ett menligt meddelande om någon annan,
２ .  gärningsmannen otillbörligt utnyttjar att personen på grund av 
medvetslöshet, sömn, allvarlig rädsla, berusning eller annan drogpåverkan, 
sjukdom, kroppsskada, psykisk störning eller annars med hänsyn till 
omständigheterna befinner sig i en särskilt utsatt situation, eller
３ .  gärningsmannen förmår personen att delta genom att allvarligt 
missbruka att personen står i beroendeställning till gärningsmannen.

　Är brottet med hänsyn till omständigheterna vid brottet att anse som 
mindre grovt, döms för våldtäkt till fängelse i högst fyra år.
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　Är brott som avses i första stycket att anse som grovt, döms för grov 
våldtäkt till fängelse i lägst fem och högst tio år.
　Vid bedömningen av om brottet är grovt ska det särskilt beaktas om 
gärningsmannen har använt våld eller hot som varit av särskilt allvarlig 
art eller om fler än en förgripit sig på offret eller på annat sätt deltagit i 
övergreppet eller om gärningsmannen med hänsyn till tillvägagångssättet 
eller offrets låga ålder eller annars visat särskild hänsynslöshet eller råhet. 
1 a §  Den som begår en gärning som avses i 1 § och är grovt oaktsam 
beträffande omständigheten att den andra personen inte deltar frivilligt, döms 
för oaktsam våldtäkt till fängelse i högst fyra år. 
　Om gärningen med hänsyn till omständigheterna är mindre allvarlig, ska 
det inte dömas till ansvar. 
2 §  Den som, med en person som inte deltar frivilligt, genomför en annan 
sexuell handling än som avses i 1 §, döms för sexuellt övergrepp till fängelse 
i högst två år. Vid bedömningen av om ett deltagande är frivilligt eller inte 
tillämpas 1 § första stycket andra och tredje meningarna.
　Är brottet att anse som grovt, döms för grovt sexuellt övergrepp till 
fängelse i lägst sex månader och högst sex år. Vid bedömningen av om 
brottet är grovt ska det särskilt beaktas om gärningsmannen har använt våld 
eller hot som varit av särskilt allvarlig art eller om fler än en förgripit sig 
på offret eller på annat sätt deltagit i övergreppet eller om gärningsmannen 
med hänsyn till tillvägagångssättet eller offrets låga ålder eller annars visat 
särskild hänsynslöshet eller råhet. 
3 §  Den som begår en gärning som avses i 2 § och är grovt oaktsam 
beträffande omständigheten att den andra personen inte deltar frivilligt, döms 
för oaktsamt sexuellt övergrepp till fängelse i högst fyra år.
　Om gärningen med hänsyn till omständigheterna är mindre allvarlig, ska 
det inte dömas till ansvar.

（法政研究 85－３・４－532）


